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三浦ゆみこに社民党・福島党首から力強いエール

三浦ゆみこのプロフィール
●1969年５月27日、聴覚障がい者の両親のもと、
一人娘として生まれました。幼いころから両親
の手となり耳となり、手話をつかって生活する
という環境の中で成長しました。

●岡山小学校、第三中学校を卒業し、保原高校時代は３年間、ルーム長
をつとめました。また、バスケットボール部の部長をつとめ、「まとめ役」
になってきました。

●結婚後に勤めたクリーニング店では10年以上、店舗店長として地域に
密着したお店づくりに取り組みました。また、最近まで勤めていた
下着メーカーでは販売員としてお客さまの悩みやご要望によりそい、
ときには手話で応対するな
ど、きめ細かな接客を心が
けてきました。

●人とのふれあいや暮らしの
中で感じたことを通じて社
民党の活動と出会い、現在、
社民党福島総支部女性部長
として活動中です。

〒960-8142
福島市小倉寺字町畑13
電話：（024）563-1539
E-mail：miura.yumiko5.27@gmail.com
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三浦ゆみこは明るく元気に頑張ります

三浦ゆみこがめざすまちづくり

フクロウが大好き

再生・自然エネルギーは
未来への希望

市政につなげたい
生産者の声

子育てしやすい住みよいまちづくり

医療・福祉の充実で安心のまちづくりを

災害につよい安全なまちづくり

女性が輝けるまちづくり

憲法を平和とくらしにいかします

「福島市子どものえがお条例」（2021年６月施行）
をいかし、子どもの笑顔がたくさん見られるまち
づくりをめざします。
住みたくなるまち、住み続けたくなるまちづくり
を進めます。

両親が障がい者で、幼い頃からさまざまな問題に直面した
ことから、福祉の充実に取り組みます。
また、新型コロナウイルスが蔓延する中、医療現場のひっ
迫が大きな問題となっています。障がい者はもとより、子
どもからお年寄りまで、全ての人が安心して暮らせるよう、
施設や制度の充実をはかるとともに、医療・介護従事者を
支援します。

床上、床下浸水の被害に何度も遭った経験をいかして「水害のない
まちづくり」を進めます。
また、くらしの安全を脅かす原発の再稼働に反対し、再生・自然エ
ネルギーへの転換を促進するとともに「ALPS汚染水」の海洋放出
に反対します。

あらゆる分野で男女平等を実現し、真の男女共同参画
社会をつくります。
そのための施策を前に進め、女性が輝けるまちをつく
ります。

平和なくして、健康も豊かなくらしも守れません。
私たちの平和の「砦」は憲法です。
憲法を守り、その理念を市政に反映させます。


